
モグーリスターーン遊牧社会史序説

間 野 英

は　し　が　き

　私は，先に『菓洋史研究』第23巻第1号に，「十五世紀初頭のモグーリスターンー

ヴァイス汗の時代一」と題する論文を発表し，十五世紀初頭のモグーリス八一ーン・ハ

ーン国史に関する主要な諸問題について概観した事があったが，その際，研究の必要性

を痛感しつつも，時代を限定した事もあって，ハーン国の社会については，ほとんど

ふれる事が出来なかった。本稿は，この鉄を補うべく，主として根本史料Ta’rikh－i

Rashidiの記述に依拠しつつ，モグーリスターン社会の重要な諸醐題について，概観し

ようとするものである。

　解濁すべき問題はきわめて多いが，本稿では，この社会が基本的には遊牧を主たる生

活型態とするいわゆる遊牧祉会である点に鑑みて，この社会に如何なる遊牧系諸集団が

活動し，またそれらの諸集団が，如何なる組織の下に一つの国家＝モグール・ウルスを

形成していたか，そしてさらに，それらの諸集団の活動が，モグーリスターン社会に如

何なる歴史的性格を与えていたか，といった問題に焦点をあてながら，記述を進める事

にしたい。

　モグーリスターン祉会に関する他の重要な諸醐題，例えばモグーリス■2　一一ン・バーーン

の史的性格とか，ハーン国内におけるイスラ“一一ム聖職者達の地位等々については，別の

機会に論ずる事として，ここでは一切取扱わない事とする。なお，主要文献の略称は次

の如くである1）。

　TR：AHistory　of　the　Moghu正s　of　Central　Asia，　belng　the　Tarikh－i－Rashidi

　　　of　Mirza　Muhammad　｝laidar，　Dughlat．　An　English　Version．　Edited，　with

　　　Commentary，　Notes，　and　Map　by　N．　Elias．　The　Translation　by　E．　Denison

　　　Ross．　LondoR，　i　895．

TR，　ms．：　Muhammad　Haidar，　Ta’rikh－i　Rashidl．　MS．　British　iMuseum　Or．　157．

Babur：　rl”he　Babur－nama　in　English　（iMemoirs　o£　Babur），　translated　from　the

　　　　　　　　　　　　　　　　　－！5一
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　original　rl］urki　Text　oE’　1．　ahiru’一d－din　）Lvfulkammad　Babur　Padshah　Ghazl　by

　　Annete　Susannah　Beveridge．　Vol．　1，　London，　i　922．

Barthold，　Semirechy6　：　V．　V．　Barthold，　Kistory　of　the　Semirecliy6．　Four　Studies

　on　the　History　of　Central　Asia，　transiated　from　the　Russian　by　V．　and　T・

　iMinorsky，　Vol．　i，　Leiden，　1962．

Bartheld，　Ulugh－Beg　；　V．V．Barthold，　U1ugh－Beg．　’Four　Studies，　Vol．　II，　Leiden，

　　正958．

Hafil．一i　Abra　：　Hafiz－i　Abrrk，　Zubdat　al－Tavaril〈h，　ed．　Felix　Tauer，　iMonografie

　　Archivu　Orientalniho，　Vol．　V，　Tome　II，　Praha，　1956．

Krader：LKrader，　Social　Organlzation　of　t正1e　Mongol－Turkic　Pastoral　Nomads，

　　The　Hague，　i　963．

Nipam　al－Din　：　Nipara　al－Dh｝　Shaml，　Z．　afar　Nama，　ed．　V”eiix　Tauer，　iMonografie

　　Archlvu　Orientalniho，　Vol．　V，　Tome　1，　Praha，　1937．

Rashid　：　Rashid　al－Din　Fagl　Allah，　Jami“　al－Tavarikh，　1－1，　ed．　A．　A．　Romaskevich）

　　A．　A，　Khetagurov，　A．　A．　Ali－zade，　lvioskva，　1965．

Rashld／Karlml　：　Rash’id　al－Din　FaglAllah，　Jami‘　ai－Tavarlkh，　Vol．　1，　ed．　Bahman

　　Karlm1，　Tehran，　i　338．

Sharaf　al－Din　：　Sharaf　al－Din　‘Ali　Yazdl，　Z．　afar　Nama，　Vol．　1，　ed．　lvluljamrnad

　　‘Abbasi，　Tehran，　1336．

実録：那珂通世訳注，『成吉思汗実録』，東京，昭和！8年Q

嶋田・ベク達：嶋田裏平，「ホーヂャ時代のべク達」，『東方学』3，70～78頁。

1　モグーリスターンの遊牧系母集団

　諸史料の中から，モグーリスターソに活動した遊牧系諸集団の名称を抽出するという，

基本的な作業から始める事にしたい。何故なら，モグーリスターン社会については，従

来この様な基礎的な研究すら，全く行われていない現状にあるからである。

　さて，根本史料Ta’rikh・i　Rash1diのf・1：で，モグt一・一リスターンに活動した遊牧系諸集

幽について，最もまとまった記・述のみられるのは，その第2部第43章である（TR，　PP．

305一・iO；TR，　ms．，224　a～228　a）。この章は，　lm暦920年（西暦1515年）に行われた

Sultan　Sa‘id　KhanのKashghar遠征軍に加わったモグーリスターソの有力諸山騒の

兵員査閲名簿の写しとでもいうべき章で，そこには，如何なる集騒が，如何なる首長達

に将いられて，如何程の人数でこの遠征に従軍したかが，きわめて明確に記述されてい

る。いま，あまりに長文に点るのでその記述を引用する事をさしひかえるが，そこに記
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された諸集団の内で，最：も重要な諸集団が，次に列挙する九つの集団である。

　　①D呑gh1説　　 轡Dgl〈ht負i　　（E3）Barlas　　　④Barqi

　　tS｝）　erdil－bigi　・・．f’／／）　ltarch－i2’　（／D　Kgnj－i3）　（g）　JarAs‘’

　　＠　B－igchik5）

　Ta’rikh－i　Rashidiの著者LMirza撫idarによれば，これらの九集団は，すべて後

述するモグーリスターソの貴族的身分＝＝　Amlrを擁した霊要な諸集団であるが，聞題の

兵員査閲名簿には，これらの九集団の他に，Amirを擁してはいなかったものの，それ

ぞれの長達に将いられて，この遠征に参加した四つの集団の名称が記載されている。す

なわち，

　　c／i）／／）　Mekr－it　（／）e　Qalachi6’　GL）　Qarlgq　gf，i）．　Shthlqarchi

がそれである。これらの十三の集団についての説明は後に加える事にして，さらに進ん

で他の諸集団の名称を，史料の中から抽出してみる事にしよう。

　まず，lsan　Biigha　Khanの時代（1432～1462）7），・…一一ンがTu・fanのOigh面・族

出身のTimUrなる者を寵愛した為に，諸集団のAmir達がこれを不満とし，　Timur

を殺害してハーンの下を去り，モグーリスターン各地に離散するという事件が起った

際に，既に記したDUghlat，　K震勾i，　Jaras，　Bigchik，　Qa拍chiの諸集団と共に，

Bulaghachi8），Barinの二つの三州も，ハーンの下を離れ去ったという（TR，　pp．，77～

79；TR♪ms．，56　a～56　b）。　ここにみえるUlghUrの名は，皇明実録にも恰三門の構

成分子の一つとしてみえ9），Bulaghach五集団は，回暦791年（西暦1389年）Amir　TimUr

のモグーリスターン遠征軍によってIla河（ll三河）附近で打破られた事がチムール朝の

諸史料に記録されている（N圭須mal一一Din，116；翠afi多一i　AbrO，　P．74）1e）。またBar三n

集団の活動は，　Baburによってもしばしば記録されており（Babur，　PP．19，161，170

ctc．），先述の①より⑨に至る群集國と潤んで，モグーリスターン社会で重要な役割を

演じている事が明らかである。従って，モグーリス守口ンに活動した遊牧系諸集閲のリ

ストに，

　　qti　Uighgr　〈ii’P　Bulaghachi　・，il）　Barin

の三集団の名称を潴える事が出来よう。

　さらに，Ta’rikh－i　Rashidiには，　Sultan　Ahmacl，　Sultan　Man帥rの両ハーンによ

って滅ぼされた集団として，Arlatの名がみえる。Mirza球aidarによれば，この集団

は「古い時代から有力なAmir達」を輩出した集団であるという（TR，　PP．121，339；

TR，　ms．，83　a，250　b）11）Q　i司じくTa，rlkh－i　Rashidiには，　Sultan　Sa‘ld　Khanの時
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代に，Bahrinなる集麟（qabi正e）の活動していた築が記されている（TR，　PP．183，　316；

TR，　ms．，129　b，232　b）12）。　これによって，リストに次の二集団の名称を加える事が出

来る。

　　＠　Arlat　＠　Bahrin

　ところで，モグーリスターンには，以上の諸集団の他に，なおQヌrghiz，　Qazaqの

両集団が活動していた。前者は，Mirza　Haidarが「モグールの一部族qauml　az

mogha1」とまで云っている様に（TR，　P．148；TR，　ms。，104　b），モグーリスターン諸

ハーンと深い関係を持ち，即位以前のSa‘id　Khanとか，‘Abd　al－Rashid　I〈hanら1ま

この集団と居を共にし（TR，　P．　i　31），またMa濁勧Khanは，この集団を他の諸集

団と共にChalish，　Turfan方面へ強制移住せしめた事が伝えられている（TR，　P．125）。

一方，後者は，　lsan　Btigha　I〈hanによってCh（i河附近に居住を許されてより以後

（TR，　P．82），歴代の諸バ一画ソとしばしば交渉を持った。これによって，リストに

　　q／pt“g　Qirghiz　｛gD　Qazaq

の二集団の名称を加える事が出来よう。

　さて，以上に列挙した諸集団は，それらが集団としてモグーリス／■　・一ンに活動してい

た事が十分に確かめられる諸集鰯であるが，これらの他に，集剛としては史料に明確に

は登場せぬものの，ある集学名が個人の名に附されて史料に現れるものが若干残されて

いる。これらは，集団．としては史料に明確には登場せぬものの，その集顯名を帯びた佃

人の存在を通して，その集団の存在を推定出来るものであろうから，以下，それらの名

称を抽平しておこう。

　まず，モグーリスターンの初代のハーンたる”rUghluq　TimUrの第一・次Ma　vara’

al－Nahr遠征（761　A．　H．／1360　A．D．）に1ま，　Karait部（9maq，以下同じ）のUlugh

Taq　Tirnifr，　Arkengt部の翠ajjl】3ig，　Q御ghli部のBlgichiki3）が，モグーリスタ

ーソの先鋒軍を将いた裏が伝えられ（Sharaf　al－Din，33），さらにその第二次遠征（762

A．H．／1361　A．　D．）に際して，ハーンにかのAm1r　TimOrの所領安堵を提案したのは

Karait部のAmir　ljamidi4）なる者であったというから　（Nipam　al－Din，18），　少

なくともTifghluq　Timgr　Khanの時代には，

　　＠　Karait　op　Arkent－it　＠　Qangh11

の三集団の存在したことを推定田来る。

　次いで，Ta，rikh－i　Rashidlには，國暦917年（西暦呈511年），　Baburの下を離れて，

And礎nの征服に成功したSultan　Sa‘id　Khanの下に集ったAmir達の一一人として，
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前述のD看9hl翫t，　D6khtUi，　Barl・i　s，　Barqi，　Itarchi，　KUnji，　BigchlkのAmirらの他

に，TUbra　N5yagh翫の名を挙げているから　（TR，　P．248；TR，　ms．，18S　bis）），我

々はリストの最：後に，

　　＠　NgyaghUt

の名を加える事が出来よう。

li　諸集団の分類

　以上によって，モグーリスターソに活動した遊牧系諸集団の名称を史料の中から抽田

する作業を終ったので，次にこれらの諸強酒の源流ないし集団形成の時期を考えてみる

事にしたい。

　まず，結論を先に述べると，これらの諸集団は，その集団形成の時期によって，大き

く二つのグループに分類出来る。すなわち，第一のグループは，既にチソギス汗帝国の

成立する13世紀より以前から，その活動の知られる，古い来歴を誇る諸集団（種族）の

グループで，このグループに属する諸集団を考察するに当っては，それらの集団が，如

何なる経緯を経て，モグーリスターソ社会の構成要素となるに至ったかという，その経

緯が最も問題となろう。第二のグループは，モグーーリスターン・ハーン国の成立する14

世紀以降に，新しく形成された諸集団（父系血縁集団）のグループで，このグループを

考察するに当っては，それに属する諸集団が，いつ頃，如何にして形成されたかという

点が最も問題となろう。以下，これらの闘題点に娼来るかぎり焦点を当てながら，先の

24の諸集団について少しく考察を加えておこう。

　まず，第一・のグループに属する雲集麟から考察を加える事にする。

　①DOghl翫．　Ta’rikh－i　Ras痘diは，モグーリスターーソ諸ハーンの歴史であると同時

に，このDifghlat集団の歴史でもあるが，その源流については，きわめて不明確な記

述しか残していない。すなわち，M三rza翠aldarは，この集懸の源流について，ある箇

所では，Kashgharを中心とするタリム盆地西辺よりセミレチェ南部にかけての一帯le）

は，既にチソギス汗によってこの集躍の祖先達に三qtざ（封領）として与えられていた

といい（TR，　P．61；TR，　ms．，47　b），他の箇所では，これをチャガタイ汗の時代の事

とする（TR，　P．7）。さらにMirza耳aidarは，この集団の古い時代の長として・

Amir　Babdaghani7）とか（TR，　P．294），　OrtOb9の名を挙げる（TR，　P．7）。　しか

し，これらの人物の活動については，全く記述が見られず，従って何故チソギス汗（あ
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るいはチャガタイ汗）が，この集団にタリム盆地西辺一一帯の支配権を与えたのかは，全

く不明である。従って，我々は，この集団の源流を，他の史料の中に求めなければなら

ないが，これについては，既にPelliotが指摘している様にエ8），元朝秘史及びRashid

al－Dlnの中に注意すべき記録がみられる。

　まず秘史には，この集団の始視とみなしうる人物として，朶戸口刺ダDoγoladaiなる

者がみえ，この人物はMencn　Dotonの子Na6三n　ba’aturの子と伝えられている（実

録，P．22）。一方，　Rashidは，　DUqlatt部（＝ntDgighlat）の女台祖として，　Tambine

Khanの第八子Bafiljar’”’DUqlanの名を挙げる（Rashid，549；Rashid／Karimτ，

182）。これを簡単な系図にして示すと，

㈱蔑年酬欝欝隷奢瀟r㈱踊必囎
（Rashid）Dutgm　MeBen一一Qaidv－h－Bti－isan．crqgr－IFkLh”i．．”．bi”e－lttktUq．lfpmaa．il

となり，これを見れば明らかな如く，秘史及びRashidは，　Dtighlat集団の始祖につ

いて，三世代に叢る時間的な差異を示している。ところが，この雨史料における三世代

に渉る時間的差異は，単にこのDUghlat集団’の始祖についてのみ見られるのではなく，

秘史が那牙勤，巴r肉刺思，不面諭揚，阿答児斤，法面兀楊，忙霜気の六集団の始祖を，

全て蔑年土敦の孫達とする（実録，PP．21～22）に対し，　Rashidは，これに対応する

NgyElqin，　Barglas，翫dat，　H：adarkin，　UrOt，　Mangq軌の六集麟の始祖を，全て

Tifmbine　KhXnの子らとする（Rashid／Kariml，185一一S62e））。この事実からすれば，

秘史が屯必乃薩禅に附すべき諸事実を蔑強土敦に附してしまったのか，　あるいは逆に

Rash1dがDOtum　Menenに附すべき諸事実をTUmbhne　Khanに附してしまった

のか，ともかく一つの事実を，どちらかが誤り伝えたものである事は明らかであるが，

今，そのいずれを事実とするかは決定出来ない。諸琉の示教に待ちたい。しかし，いず

れにせよ，D自ghlat集団の形成は」2世紀以前の古い時代であり，かつ，その集鐡が，

いわゆるNlrUn系のモンゴル諸集団の一・つであった事は明確である。この集団のその

後の活動については，有名なチソギス汗の十三翼の戦に，チソギス汗の軍勢に加担した

事が知られる21）のみで，彼等が如何なる経過をたどって東トルキスターンに雨漏する

に至ったのかは全く不明である。

　③Barlas，⑰Arl翫。この両集麟は，既に元朝秘史に巴噛防磁，阿1魯重陽，　Rasbid

al・Dinに8arO嬢s，　Aru｝atとしてみえるきわめて古いモンゴル系の集団で，　Jalair集
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麟と共にチャガタイ汗国の最も主要な構成分子となっていた事が知られている（Bar－

thold，　Uiugh－Beg，　p．922））。従って，その分身が，モグーリスターソに活動していた

のも，きわめて当然の事と思われるQかのAmir　TimarがBarlas集団の嵐身者であ

る事はあまりにも有名である。

　⑩Mekrit，⑭Uigh伽．この母集団の内，前者は，　Rashid　al－DinのMekr1n

（Bekrin），元史の滅乞里，皇明実録の也乞璽で，後潜は秘史の委兀湯（畏羅臼），　Rashid

　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゑの

のUighOrで，共にタリム盆地の潤辺に活動したトルコ系の集団である　。　これらは

きわめて古くから名の知られた集団であるが，特に後者は，モンゴルの勃興期に，タリ

ム盆地の東部を中心に，いわゆる西ウイグル王国を形成していた事で有名である。王国

の崩飛騰も，ハミ・トゥルファーソの一帯に居新していたものとみえる。

　⑫QarlUq，⑲Qヌrghiz，⑳9angh｝i・これらの三集団も，秘史に合児魯兀揚，乞児

吉速湯，康鄭，RashidにQ誠Oq，〈蒸r儀iz，　Qanqliとしてみえるきわめて名高いトル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リコ系の集購で，その活動は，きわめて古い時代から中国史料を通じて知られている　。

これらの三集団は，モンゴル軍：の中央アジア征服の頃には，挺出からセミレチエ方面に

活聾していた事が知られているから，モンゴルに服属して以後も，相変らずその一帯に

偶住していたものと思われる。

　⑪gal丘chi．この集団は，　RashidにQanqli，鱒pchak，　Qarlifqと並んでOghUz

の分族iと伝えられるQalach集國（Rashid，107～08）の一分身と思われる・この集団

は，早い時代にOghgzの本体より分離して，イラン・アフガ＝スターン方面に罵住す

るに至ったといわれる25）が，Mlrza耳aidarは，

　　当時〔Sultan　A募mad　Khanの時代〕モグーリス八一ンには，彼等より多人数の

　　集団（qaum）は存在しなかった（TR，　p．12正；TR，　ms．，83　a）。

と云っているから，相当に強力な集団であったと思われる。

　⑬8ulaghachi．この集鼠は，　Rashidに，　KcremUchin集団とお互いに近接して，

Bgrq額jin　Tggttm（秘史の巴児忽真脱古木，バイカル湖の東岸地域）の地とQlrqizの

園のはずれに居住していたと伝えられるモンゴル系の磁laghach1n集団．（Rashid，　238）

の華商とみられるが，いかなる経緯を経て，モグーリスターンに居佐するに至ったのか

は全く不明である。

　⑯Barln．秘史に巴阿品，　RashidにBarinとしてみえる，有名なモンゴル系の集

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ　　の団で，　チンギス汗の時代には，　アルタイ山附近にその所領を建められていたといっ

から，その後何らかの理由に基づいて南下し，天山地域に活動するに至ったのであろう。
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モグーリスターン遊牧社会史序説

　⑳Kar翫it，⑳　Arkenrtt，⑳N嚢yagh翫・この三組國は，それぞれ秘史の客剛二面，

斡勒忽訥兀†易・那牙勤，RashidのKar猛，　UlqUnUt，　Nayaqinに当り，　すべて：有名

なモンゴル系の集団であるが，これらがいつ如何にして中央アジアに居住するに至った

かは明確に出来ない。

　さて，以上のDgghlatよりNUyaghUtに至る軽四の令制が，第一のグループに属

する集団であるが，次に第二のグループに属する諸集団の考察にうつる事とする。

　まず，⑥karch1，⑦K諏j1の丙集団について，　Ta’rikh－i　Rashidiに，　TUghluq

Timar　Khanの回心・その遺子Khi4r　Khvajaが，反乱の主謀者9amar　al・Dinに

殺害される事を怖れたDttghlatのAmir　Khudaidadが，霞らの配下の内から十二人

の男達を選んでKhi名r　Khvajaに従わせ，　Kashgharより避難させたという伝承27）を

伝えた後に，

　　その〔一一卜二入の〕内の各人は，最後にはAmirとなり，その子孫の多くは，今も

　　なお生存している。その内の一人はArjral〈で，1tarchiのAmirらがその子孫

　　である。KhvarazmのTajriが他の一人で，　Kii　nj　iのAmlrらがその子孫であ

　　る（TR，　pp．51～52；TR，　ms．，41　b）。

とみえるから，これらの二濡衣が，ハーン国の成立以後に，バーーン家に対して功績のあ

った人物を始祖として，新たに形成された：父系！fiL縁集団であった事がわかる28＞。

　すなわち，ここには，モグーリスターンにおける新集団形成の一つの型を認める事が

出来るが，私はこの型に，②Dgkhtui，⑧Jarits，⑨Bigchikの三集団をもあてはめる

事が出来ると思う。

　すなわち，　まずDUI〈htUiについては，　Tgghluq　TfmOr　Khanの出生とその即

位に関するモグールの伝承の中に，既にDglchtiXi　Sha顕valなる人物が大アミール

毎mir－i　buzurg）の一人として登場しており（TR，　p．9；TR，　ms．，9a），次いで

，JarEisについては，　TUghluq　TlmUrのイスラームへの改宗伝説の中に，　Amlrの一

人としてJarasなる春が登場し，他の諸々のAmirらが，　Khanに従って直ちに改

宗したのに対し，この人物のみが改宗にある条件を持ち出し，それが満たされてはじめ

て改宗に応じたと伝えられる（TR，　PP・14一・15）。最後の81gchlkについては，既

述の如く，Tttghluq　TimBrのMa　vara’al－Nahr遠征軍の指揮者の一人として，

qangh11部のおigichikなる者が存在しており・この人物は，　Khanに」：るMa　vara’

al－Nahr征服後，　Khanの長子Ilyas　Khvajaを輔佐して，　Ma　vara’al－Nahrの統

治に当ったという（Sharaf　al－Din，45）。
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モグーリスターソ遊牧社会史序説

　想うに，Dukhttt〒，　Jaras，　Bigchikの賦活駆は，これらのTitghiuq　Tim負r　Khan

と関係を持った有力な人物達を名祖として，新たに形成された集団であろう。19世紀の

Kazakh祉会においても，この様な特定の人物を名祖とする集団（clan）が多く存在し

た事が知られている（Krader，　p，　193）。

　なお，この第二のグループには，⑳Qazaqを加える事が出来るから（Barthold，

Semirechy6，　P．149），結局このグループには，六箇の集団が所属する事になる。

　残る④Barqi，①Urd昏bigi，⑬Shgiqarch1，⑱Bahrinの四集団の内，④及び⑤

の両集団は，後述する如く，この両集団に所属するAmir達が，北アジア遊牧民の慣

習法tgraをよく保存継承していたという点からみて，第一のグループに所属する集団

であった可能性が強いが，くわしい事は全く不明で，⑱⑱の両集団と共に，その集団

形成の時期を知る事が嵐来ない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　附　　　表

　　　　　　　　　グ・・づ1｝グループll　不　明

①
③
⑮
⑯
⑰
⑳
⑳
⑳
　
⑩
⑪
⑫
⑭
⑲
⑬

　
モ
ン
ゴ
ル
系
　
一
－
ル
コ
系

　
　
　
　
　
　
　
　
一

1）aghl互t

Bar1盃s

Bulaghzachl

B互r1n

Ar玉桂t

Kar盃it

ArkenUt

NoyEghat

　＠　Ddlchtai

　⑥lt互rchi

　⑦　K加j王

　⑧　Jar互s

　＠　Bigchik

　＠　Qazaq
I一一一一一一一一一一　」」　一．

Mel〈rit

Qa正Uchi

Q茸r1勲q

Oigll自r

錨・．i

④　B互rqi

（S）　UrdU－bigi

⑬ShU正q互rchi

＠　Bahrln

モグーリスターン遊牧系諸集願

の集囲形成の時期による分類

　以上の考察を通じて，モグーリスターン社会が，きわめて古い来歴を誇るトルコ系及

びモンゴル系の諸集団（種族）の後商達と，ハーン国の成立以後に新たに形成された諸

営団（父系血縁集団）の，二つのグループから構成されていた事が明らかとなった。特

に，前者のグループに，モグーリスターンに活動した過半数の集団が所属していたとい

う事実は，この国が，定着生活をいとい遊牧生活に固執した遊牧貴族達を中心に成立し

たという，その成立事情29）と禅門に関連をもつものと思われる。それと同時に，所謂

‘モグール’なる名称が，単にモンゴル族のみを示す種族的な名称ではなく，そこにト
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モグーリスタ…ン遊牧社会史序説

ルコ系の諸集団と，新たに形成された諸集麟とを包含した，一つの大きな政治的集属の

名称であった事を注意しておきたい。

囎　モグーリスターン社会の性格

　前節に考察した如く，モグーリスターソには，12世紀以前からその存在の知られる古

い来歴を持った諸集麟の後窟達が，なおきわめて多数活動していた。この事実は，モグ

ーリスターン社会の性格を考える上に，みのがし難い意味を持つと思われる。何故なら，

我々はこの事実を通して，モグーリスターン社会の持つ保守的性格を，ある程度想定し

うるからである。ここにいう保守的性格とは，具体的には，モンゴル・トルコ的社会制

度の保持・継承という事実を通して，明瞭にうかがう事の出来る性格に他ならない。い

ま，この想定を明確な事実たらしめる為に，モグーリスターン祉会に保持・継承された

モンゴル・トルコ的社会制度のいくつかをとり上げて，検討してみる事にしたい。

　i）国家組織

　まず第一に国家組織の問題をとり上げてみよう。この問題を究明するに当っては，種

々の面からの考察が必要であろうが，史料的な綱約の故に，ここでは16世紀初頭におけ

るモグーリスターソの軍事組織と，　ハーン国史一代を通じてみられるAmirの職掌と

を通じて問題に接近してみる事にしたい。

　a）軍事組織　まずこの問題について手がかりを与えてくれるのは，Baburの次の

記述である。

　　⊂モグールの〕各人は，　その祖先達が所持したのと丁度同じ位蟹を〔軍隊の巾に〕

　　所持している。すなわち，右翼に属する者⊂の子孫達〕は右翼に，左翼に属する者

　　〔の子孫達〕は左翼に，　そして中称に属する春（の子孫達）は総軍に〔その位概を

　　所持している〕（Babur，　p．155）。

　これによれば，モグーリスPt・・一ンの軍隊が，北アジア遊牧諸国家に伝統的にみられる

左右両翼及び中軍の綱に基づいて編成されていた事が知られるのであるが，：Baburが

これにつづいて，

　　最も信頼すべき人々は，右翼及び左翼の最先端に行く事になっている。右翼にあっ

　　ては，ChirasとBegchlk部が常にその最先端に行く事を要求している。当時，

　　Chiras　t丘manのBegは勇猛果敢なQashka　M的m漬dであり，有名なBegch1k

　　顧manのBegはAy鳶b　Begchikであった。これらの＝二人は，どちらが〔右翼の〕
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　　最先端に行くかを争って，お互に刀を抜き合った。結局，一方が巻狩で最高の位置

　　を占め，他方が戦列で最高の位置を占める事に決ったらしい（Babur，　p．155）。

と述べているのが，きわめて重要な報道であろう30）。すなわち，これによれば，先の兵

員査閲名籍の⑧と⑨の両集団が，モグーリスターソ右翼軍に所属し，かつ又，右翼に

所属した諸集団の中で，最：も有力な集団であった事が判明するからである。ところで，

先の兵員査閲名簿に記された十三の集団の内で，①より⑨に至る九集団は，すべて

Amirを擁する最も重要な諸集団であり，かつ又，これらの九集団は問題の名簿に，こ

の順序で記録されていたのであった。そして今，Baburの記録を通じて，モグーリス

ターンに左右両翼の制に基づく軍制が行われており，しかも九集膨の最後に位類する⑧

⑨の両集団が，右翼の最先端に位概する事を争った右翼所属の最有力の集団であった

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　ロ
事が判明した以上，我々が，先の兵員査閲名簿の①より⑨に至る序列の中に，何らか

の意味を見出そうとしても，あながち不合理ではあるまい。そこで，この観点から，今

一度九集団の序列の持つ意味を考えてみる事にしよう。　この場合，Ta’rikh－i　Rashidi

にみえる次の記事は，きわめて重要な意味を持つと思われる。

　　彼〔DgkhtUi部の長Amir　Daim‘Ali〕と】3arlasとの間には，〔いずれが〕上席

　　〔を占めるかという閥題〕をめぐって，深刻な争いがあり，それは当時に於いても，

　　なお解決されていなかった。しかし，Amir　Daim‘Aiiは後述するMans恥K瞭n

　　との最初の会合の機会まで，繊来るかぎり上席を占めた。問題の解決は，DUghlat

　　の一員で，前に述べた事のあるAmir　Jabar　81rd1に委ねられ，彼はDakhtaiが

　　上位を占めるべき事を決定した。それ以後，Am玉r　Daim‘AliのBarlasを越えて

　　の権利は確立された（TR，　pp．307～07）。

　すなわち，この記事によって，先の兵員査閲名簿の第二と第三に位置した両集駅の聞

にも，③⑨の両集団の聞にみられた争いと，全く同一の争いが存在した事が知られる

のであるが，私はこれを，モグーリスターソ左翼軍内部での，上席をめぐっての争いと

解釈したい。この解釈が許されるならば，先の兵員査閲名簿の②より⑨に至る諸脇町

の序列は，モグーリスターンの左右両翼を講成した諸集団の序列以外の何ものでもない

はずである。問題は，④より⑦にi至る諸集団を，どこで左右両翼に分つかであるが，

この軍隊のY識91耳i§ar攻i撃にあたっての軍団配1置31）よりみて，⑤までの四集麟が

左翼，⑥以下の四集団が右翼に属する集団であったと推定出来る。

　Baburの記事にみえた中子については，　M1rzA耳aidarが，　SultZtn　Sa‘ld　KhaRの

Yan91耳i＄ar攻撃を伝えた部分で，
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　　ハーン自らは，常にハーンに仕え，いかなる軍國にも所属しない中軍（qal）の

　　bahadur達と共にあった（TR，　P．316；TR，　ms．，232　b）。

と伝えているから，請々の垂L面的集団より分離してハーンに仕える者達82）（近衛兵）を

中心に構成された，非i血縁的集電とみなして誤らないであろう。

　なお，ここで注意すべきは，Daghlftt集団が，上記の左右両翼の中に特別の位置を

定められていなかったという事実である。この事実を如何に解するかは，大いに問題の

ある所であるが，おそらくこの事実は，Difghlat集団がハーン国内に占めた特別の地

位，　すなわち他の諸集団より一段上位に位したというその社会的地位33）によって説明

出来るものと思われる。すなわち，左右両翼の中に各集団の占めた位置は，それらの集

団の・モグーリスターン社会内での社会的地位を反影したものと見なされるが，DUghlat

集騒のみは，他の諸集団と並列約には並びえない高い社会的地位を得ていたが故に，軍

紅霞組織たる左右両翼内においても，他の集団と並列的に並ぶ事をせず，戦時において

は，モグーリスターソ軍の要所要所に配置されたものとみられる。

　ところで，上述の諸集団が，その集団を母体として，一つの軍事的な単位を持成した

場合には，ttimanなる驚語を伴って，某t“m・i　nと呼ばれた。　tttmanとは，いうまで

もなく「万戸」であるが，上述の諸集団の内，史料に明確に現われるのは，D醜hl飢万

戸（TR，　P．　I　o3），　K最nji万戸（TR，　P．86），　Jar2s万戸（Babur，　P．19），　Bigchik万

戸（8abur，　P．161），　Bzarin万戸（B2bu｝’，　P．19）の五万戸である。これらの万戸の下

には，さらにqttshrknないしhazaraなる単位があった（Sharaf　al－Din，　PP．63－64）。

qilshQnについては，　MirzZ耳aiclarが，

　　QUshitnのAmirとは，干人の部下を持つAmirの事である（TR，　P・55；TR，

　　ms．，　43　a）o

といい，haz5raはいうまでもなくペルシャ語の千であるから，共に「三戸」の意味で

あるS4）。この千戸の下には，百戸の存在を推定出来るが35），史料には明確には現れぬ様

である。

　以上，モグーリスターンの軍事組織を検討した結果，我々はそこに，古来北アジア遊

牧請国家の軍制を特徴づけた左右両翼の制と，十進法的軍事体系の存在を認める譲が庸

来たと思われるので，次にAm1rの職掌を通じて，モグーリス八一ンの政治組織をう

かがってみる事にしたい。

　b）Am1rの職掌　モグーリスターソのAmir（領侯）については，既に嶋徳治平氏

の短文ながらすぐれた研究（嶋田，ベク達）があるので，ここでは氏の研究を十分に利
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用しつつ，先の遊牧系請集団との関連に重点を置いて，少しく述べておく＄にしたい。

　嶋田氏が正しく指摘された様に，Amlrは世襲的な身分であり，　Amirの子はAmir－

zada（M至rz吾da）と呼ばれ，やがてAmirとなった。：先に列挙したモグーーリスターソ

の遊牧系諸集団の内，Amirを擁した事の明らかな諸集団は，　DOghlat以下Bigchik

にi至る基本的な九集団（TR，　PP．306～09）と，　Ar簸t（TR，　P．121），　Barin（TR，　P・

79），Qヌrghiz（TR，　P．141），　Ngyaghnt（TR，　P．248）の諸集団であり，　これ以外の

諸集団には，Amirの身・分を持つ者は存在しなかった36）。すなわち，　Amirは，モグー

リXターンの諸集団の内の，特窪の有力集団の支配階級であり，これ以外の集団の支配

者達は，長（sar　etc．）とはいわれても，　Amlrとは呼ばれなかった37）（TR，　P．309；

TR．，　ms。，227　b）。上記の特定有力集団には，　Amir家ともいうべき特定の家系があり，

この家系に属する複数のAmirが存在したが，　その内の最：漁者が三marat（Amir権）

の所有者であり，その集団の長と認められた（TR，　P．　iOO；TR，　ms．，68　a　etc．）。　既

述の如く，これらの諸集団の内，少くとも5つの集団は，軍事的な単位たるtttmanを

構成したが，その場合にはそれぞれの四七の長が，自知にAmir－i　tilmanすなわち万

戸長の職務を兼行し，この万戸長の下にはAmir－i　qgshvMnすなわち千戸長が存在した

（TR，　p．　55；　TR，　ms．，　43　a）．

　モグーリスターン内部の政治は，　ハーンと諸々のAm至r達・文官達（ahl一丘rai）と

の協議に基づいて行われたが38），Amir達の就任した職務の内で，最も重要なそれが，

U｝ths－bigi（U玉us－begi）の職務であるQUI5s－blgiは，　Amir　aレumara’すなわち‘‘Amir

中のAmir，’ともいわれる様に（TR，　P．368；TR，　ms．，278　b及びTR，　P．141；TR，

ms．r　98　a），　Amir中の最高者であり，モグーリスターソの政治・軍事の中心であった。

この職に就任する事の出来たのは，D5gh圭飢のAmir達に限られた39）。

　これと並んで重要な職務にAtかbigi（Ata－begi）と；転ばれる職務があった。　この職

は，嶋田民によって，「未成年のハーン又はハーン位継承春の後見役」と規定されてい

るものであるが，その性質上，バーーソに強い影響力を持った40）（TR，　P．146）。この職

務に就任した事の明らかな者は，Bariks，　Jaras及びBahrinのAmir達でtl），その

地位は原則的には世襲である（TR，　pp．140一・・41）。

　この他に，Amir達が就任した職務の内で，　きわめて重要とみられるのが，　sar－i

daftarと呼ばれる職務である（TR，　P．　H9）。　この職務の内容は，　Ta，rikh－i　Rashidi

に説明がない為明確とはいえぬが，恐らくジュチ・ウルスの例42）よりみて，daftarす

なわち「租税年貢一一覧表」の管埋者と思われる。　この職務には，複数のAmir達が就
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任した。

　Amir達のはたした他の重要な役割の一つは，彼等の内の高齢者が，長老団ともいう

べきグループを形成して，後述するモンゴル的慣習法tgraの保存・継承に当った事実

である。　16官紀の初頭においては，Barias，　Barcii，　UrdObiglのAmir達が，この長

老國の主要なメソ・9・一一であり（TR，　P．307），かの有名なD轄h玉atのAmir　Khud我idad

も，tUraに関する権威者であったと伝えられている（TR，　PP．69～70）。

　以上，Amirの職掌についての考察を通じて，モグーリスターソの政治をとり行う重

要な職務に，特定集魚のAmir達が世襲的に就任していた事が明らかとなった。すな

わち我々は，モグーリスターンの政治組織が，その社会組織と密接な関連をもつもので

あった事を確認、出来たと思うので，結論を図式的に提示して，本節を終る事にしたい。

モグール・ウルスの構造（概念國）

Khan・ Daghlat　一一…

（Ulas－blgl）

一Dtikhtfil（左翼長）

一Barlas（At設一bigl）

一B教rqi

、一 trd貢一bigI

一一撃迫wrch1

－K両i

1－ia懐s（At甑bigi）
ミ

；一BIgchik　　（右翼長）

左
翼

布
翼

－
一

　2）法　　　制

　モグーーリスターソ社会のもつ保守的幽各を具体的に現わす事象の一つとして，この祉

会にみられるtaraの遵守を挙げる事が出来る。　トルコ語tara（t6ra）43）ないしペル

シャ語tttzOkは，　チンギス汗によって確立せられた北アジア遊牧畏の慣習法jasaγ

（yasak）の謂であるが，　Ta’r1kh一二Rashidiの1・1・1にはしばしばこれについての言及がみ

られ，これがモグーリスターン祉会の中にもった権威の程をうかがい知る事が出来る翰。

いまは，これについてのBaburの記録を引用するにとどめる。

　　チンギス汗は，諸々の規律（tUzifk）を明確に定めたが，モグールの間では，それ

　　らが，今日でもなお守られつづけている（Babur，　p．154）。

　3）婚姻七度

　婚姻一度に関しては，この社会にみられる媛婚制（Levirate）の存在を指摘しておき

たい。

　いま，Ta’rikh－i　Rashidiのr・1：からその一一例を紹介すると，
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　　この子ら〔DUghlatのSaniz　Mirz護の子Aba　Bakrと‘Omar　Shalkh〕の母を

　　⊂Sanizの速鐘：⊃モグールの慣例値y圭n－i　moghUl），　すなわち　yanggiの慣習

　　（rasm－i　yanggl）に従って，（Sanizの弟の⊃M晦ammad輩aidar　Mirzaがめと

　　つた（TR，　p．251；TR，　ms．，正90　b）Q

とみえる如く，そこには兄の寡婦を弟がめとるという典型的な媛婚制の存在を認める癖

が出来る。この他に，Ta’rikh－i　Rash1diには，従兄の寡婦を従弟がめとった例もあり

（TR，　p．330；TR，　ms．，243　b），これも叉“yangglの慣習，，に従ったものとされて

いる。

　ここにみられる捜婚制が，北アジア諸民族の社会を特徴づける一つの重要なメルクマ

ールである察については，殊更論ずる必要もないであろう45）。なお，婚姻制に関連して，

先に述べた左右両翼の昏翼が，　それぞれ族外婚の単位（moiety）をなすものであった

か否かも，究明すべき問題絢であるが，史料があまりに乏しく，結論を出す事が出来

ないのは，まことに残念であるQ

　4）　シャーマニズム的習俗

　以上の諸事実と並んで，モグーリスターン社会の持つ保守的性格を某体的に表象する

ものとして，最後に，この多脳にみられるシャーマニズム酌習俗の残存を指摘しておき

たい。すなわち，Baburは，墜暦907年（西暦1502年），　Sult蝕Al］mad　Tambalにむ

かって出陣しようとするモグーリスターン軍の有様を記して，次の如く述べている。

　　これ⊂軍隊の整列とその査閲）がおわると，嶽がモグールの慣例に従って，賜釆を

　　以って迎え入れられた。ハーン〔Sultan　Mahmad　Khan〕が馬を下りると，九本

　　の嶽が彼の前に建てられた。一人のモグールが，牛の大腿骨に細長い白布を結びつ

　　け，その手に他の一端を握ったQ他の三筋の細長い白布が〔九本の内の⊃三本の癒

　　の竿のヤクの尾毛の真下に結びつけられた。そしてそれらの三筋の白布の一端が，

　　その内の一筋の上にハーンが，　そして他の二筋の上に私⊂Bzbur〕と　Sultan

　　M晦ammad　Khanika（ハーンの子息）が立つように運ばれた。布片を握ってい

　　たモグールは，それを牛の脚に結びつけ，嶽の：方を注視し，轟に向って身ぶりをし

　　ながら，何事かをモグール語で語った。ハーンとそこに居た者達は，霧に向って

　　qumizを撒きちらした。　笛・太鼓が礁に向って鳴らされた。軍勢は，轟に向って

　　三度関の声を揚げて馬に乗り，それからまた囲の声を揚げ，嶽の周囲をギャロップ

　　で駆けまわった（Bゑbur，　p。515）Q

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るア　　この記述には，いささか理解に背しむ箇所もみられるが　，要するに，ここに伝えら
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れているのは，モグールの間に行われていた聖なる出陣の儀式である。牛の大腿骨に白

布を結びつけたり，あるいは轟に向って身ぶりをしながら何事かを語りかけたというモ

グールは，幽らかにシャーマンとみなされる。すなわち，このシャーマンのモグール語

で行う祈蒔によって，聖なるド九二の嶽」にやどるsuicic　tengri48）は，　鱗に結びつけ

られた白き布を通して，ハーンらの体内に到達すると信ぜられていたのに網違ない。嶽

に向けてCiumizをふりかけるというしぐさも，この儀式のもつシャーマニズム的性格

をよく示すものといえる。モグール達が，白い布の中に，呪術性・神秘性を認めていた：

壌については，他にも例証がある（TR，　P．55；Babur，　P．20）から，我々はわずか一

例ではあるが，この8aburの記録を通じて，モグーリスターソ社会に，なおシャー一e

ニズム的習俗が行われていたと考えて誤らないであろうQ

む す 0

　以上に考察した如く，モグーーリスターン社会は，諸々の遊牧系諸集団をその社会の基

本的な構成単位とする部族連合体的社会であり，そこには，tifraの遵守，旧婚捌の風

習，シャーマニズム的習俗の残存，それに左右両翼の制と百進法的二二体系の存在等々

にみられる保守的傾向を，きわめて明瞭に認める事が出来た。すなわち，この社会は，

13世紀の初頭以来，＝　一一ラシア大睦の各地に成立して多くの異民族をその支配下に屈せ

しめたにもかかわらず，やがて被支配諸民族の文化的影響を受けて，急速にそのモンゴ

ル的性格を消失していったモンゴルの諸汗国の中にあって，最も長くそのモンゴル的性

格を保持・継承した，きわめて特異な二会であったという事が出来よう。

　しかしながら，この特異な社会も，誌代の流れに抗する事が出来ないのは必定であっ

た。すなわち，北方よりするQaztiqないしUzbe9諸集団の圧迫は，彼等をしてタリ

ム盆地城郭地帯への定住化を余儀なくせしめ49），この生活型山上の変化は，彼等の内へ

のイスラ・・一ムの全面的な侵透50）と相まって，　その社会にみられる保守約傾向を減少せ

しめた。すなわち，そこに見られる新たな様相は，部族制的祉会講造の消失をはじめと

して，taraに代るshari‘aの尊重，シャー一・　＝rンに代るIslam　9e職着階級の拾頭，　Amir

に代る都市的権力者階級の形成等々によって具現される様相であった。これらの，東ト

ルキスターン史における新たな段階については，　先人の研究51）にゆずって今はふれな

い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（筆者は京都大学研修員）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』註

1）　主要：文献の内，TR，　ms・は本田実儒氏の将来されたraicrofilmを写爽にして利朋しえたも

　のであり，Baburは羽田明教授所蔵本を借用出来た。共に誌して謝意を表する。なお，　TR，

　ms・の葉数は，特に必要と認める場合を除いて認載しなかった。

2）Ross氏はこれをItarjiとするが，トルコ語itar＋chi（従う者）とみなしItarchlと読む。

3）KURjiはKUnchiとも読めるが，今はRoss氏1こ従う。

4）Charas，　Chiras等各種の読み方が可能であるが，　r今はRoss筑に従う。なお，　Baburには，

　Chirfisとして見えるから（p．19），　Chirasと読むのが正しいのかも知れない。

5）Ross氏はこれをBcgjikとするが，トルコ語Beg＋chik（Begの如き者）とみなしBigchik

　と読む。

6）Ross氏はこれをKAIujiあるいは1〈aluchi’とするが，　Q司αchiを正しい読み方とみなす。

　後述する如く，この集國はQalachiの後商とみなされるからである。

7）Isan　BOglia　Khinはその父vais　Khanの残後ハーン位に即いた。　Vais　Khlinの製年は

　従来1428年（又は29年）とされていたが，これを1432年とみるべき事については前掲拙稿参楓。

8）Ross氏はこれをBalghajiとするが，その集園の種族的系譜よりみて，　Bulagh配h1と読む

　のが正しい。

9）永元寿典；「明初の喀密王象について一成祁のコムル経営一」，炉東洋史研究霞22－1，22～23

　頁参照。

10）　チムールのたび重なるモグーリスターン遠そGi三については，　Barthold，　Semirechye，　PP’，140～

　4・3；Hilda　Hookham，　Tamburlaine，　the　Conqueror，　London，1962，　pp。86～90；松村潤，

　「明初め東チャガタイ＝ハソ国」，聞本大学史学会研究彙報』7，21～27頁参照。ただし，松村

　氏論文では，今問題にしているチムーールの遠毎の年時・が回暦793年となっているが，これは791

　年の誤りである。　なお，　Nip．　2m　al－Dinその他には，　このBulaghach三（転猿取一i　Abritは

　Balaqachi）集剛と並んでSalUchi　l（S且ltiji）なる集団の名がみえるが，他に｛殊証もないの

　で，今はリストにIJIIえる事を保留する。あるいは秘史の撒勒只兀暢（実録，　P．19），　Rash王dの

　saljiat（p・472）の後衛であろうか。

ll）Ross氏はTR，　P．121でこれをIrlatとしているがTR，　ms・によってArlatを正しい

　読み方とみなす。

12）Sharaf　al・Din，338にもqabile－yi　BahrSnとしてみえるが，　これに対塔するM多護m　al・

　Din，114，耳a鯵一i　AbrU，　P。71には，　それぞれqabile－yi　Barln，　il－i　Parinとするから，

　Sharaf　al－DinのBahrinは舩r瓢の誤りとみなされる。なおTa，rikh－i　RashidiではBahrin

　．と　Bfifinは勿論鋼個の集鰯．として登揚する6．
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13）Ni須m　al・Din，15にはBigichikの所属集醐の名を記さぬが，　Sharaf　al－Dinが何らかの

　根拠に基づいてこれをQanghli部とli一己したものとみなし，今Sharaεal－Dinに従う。なお，

　この時棚のMa　vara’aFNahrの情勢については，二村濡二，「察合台汗圏の興亡」（四），

　ぼ蒙古遜9＿1，87～88頁に詳しい。

14）Arnir　Hamidの所属集闘について，　Sharafal－Dln，44～菊はこれをKRLKWT（KarlukUt）

　とし，HafiZ－i　Abra，　P．14はKWRLAWT（KOrltint）として，三史料は全く一致しない。

　今はN三日mal…Dinに従っておく。なお耳韻多・i　Abraに従うとすれば，これは秘史の翻羅

　刺身（実録，P．94），　RashidのKOrlaOt（P．216）に轟ろう。

15）TR，　P・183ではこれをTubra　Tiagliuthとするが，　P．248及びP．264に見える如く，

　Tgbra　NGyaghUtと読むのが正しい。ただし，　TR，　P．183に相当する，　TR，　ms．，　129　bも，

　文字が不明確でこの場合は参考に毘来ない。

16）M三rza草aidarによれば，この一帯はMangalai　SUyaと呼ばれたといい，この言葉の意味

　はペルシャ語のAftab　rBiと岡じだという。　Elias氏は，　TR，　PP．7～9，　note　4で，この

　言葉の意味を詳細に検討されたが，結局。‘stiya”の意味が不明の為に，全体の意味も不明確

　だとされた。一一一・fi，　Barthold氏は，　これをManghalay－subaと読み，「先鋒地域」と解し

　（Barthold，　Semirechy6，　P．138），　N．　N．　Mingurov氏は，　Manglai－Subeと読み，「東方の

　国」と解された（Ch．　Ch．　Valikhanov，　Sobranic　Sochinenij　v　pyati　tomakh，　Torn　III，

　CTP．465）。しかしながら，　Elias氏によると，氏の参照した冨本では全てsayaとなっている

　というから（TR，　ms・もsUyaないしsayaとなっている），たとえMingurov氏らがトルコ

　語への訳本によられたにせよ，ただちにsubeと読む事に賛岡するわけには行かない。ペルシ

　ャ語Aftab　ra（i）は，　Steingass氏によれば，「太陽に面する（土地）」あるいは「太陽のsitl　l

　く輝やかしい顔を持った」の意であり（Acomprehensive　Persian－English　Dictionary，4th

　Impression，　London，1957，　P・79），五体清文鑑によれば「〔日月などの〕明るい光，耀光」の

　意であるから（田村実造・今西春秋・佐藤長共編，『五体種無鑑訳解上巻』，京都，昭和41年，

　2買），「東方の国」ないし「先鋒地域」とは必ずしも意味が一致しない。結局この欝葉の意味

　は，米だ不明とせねばならない。

17）六一に引用したValikhanovの著作集に収められたTa’rikh－i　Rashidiのトルコ語訳本で

　は，　これをAmir　Baidakh2nとする（Valikhanov，　oP・cit・，　cTp・437）。　もしこの綴りが

　幽しいとすると，元史論107，宗室世系表，闊列堅太子位にみえる伯答箪（”Baidaqan）とか，

　RashidにChaghataiの蕾孫としてみえるBaidaghan等と嗣じ名前である。　Baidaqanなる

　名箭についての言語学的註釈は，Louis　Hambis　ct　Paul　Pelliot，　Le　Chapitre　CVII　du

　Yuan　Che，　Leiden，1945，　P．68に行われている。

18）　P．　Pelliot　et　L．　Hambis，　Histoire　des　Campagnes　de　Gengis　Khan，　Tom　1，　Leiden，
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　1951，　pp．　69・一70．

19）　この名についての各螺本間の相違は驚くばかりで，どれを正しい綴りとみるかは，ただちに

　決定しかねる。今はRashid，549に従う。

20）Rashid／Karimiの下酒の名称についての綴字には粗当に混乱がみられるが，今Rashid－ad－

　Din，　Sbornik　letopisej，　To皿1－ii，　Moskva，1952，　cTp・29－30を参照して訂正した。

21）十三翼の戦については，本田実信，「成吉思汗の十三翼について」，『東方学』4，6i～72頁，

　に詳しい研究がなされている。

22）三目透，「チャガタイ・ハンとその時代」，『東洋学報雌29－1，83～84頁にも研究が行われて

　いる。なお，Jalair集団のモグーリスターーンでの活動は，史料には全く記録されていない。

　あるいは，これはこの集団が，1376年にチムールによってその軍事組織を解体されてしまった

　という事実（Bartho正d，　Ulugh－Bcg，　P．26）と何らかの関係があるのであろうか。

23）Mckrin部の歴史については，和田清，「セ克力考」，『東亜史研究蒙古篇』，855～865頁に詳

　しい。Mekritが，有名なMerkitとは異る事は田田，862頁参照。なお，現在タリム盆地地

　帯の大部分の住民は，ウイグル入と呼ばれているが，少くともモグーyスターン・ハーン園の

　時代には，ウイグルなる名称が単にタリム盆地東灘の一集愁（種族）の名称にしかすぎなかっ

　た窮は興味深い。ただし，ウイグルの一一分派が，Khortis2nにも存在していたというMirza

　丑laidarの記録は注意すべきであろう（TR，　P．311）。

24）　これらの三集団の他，Rashid　al・Dlnの「部族篇」にみえる諸々の特集麟（所ii胃‘‘圏有の

　モンゴル族”を除く）についての簡明な押明が，村上正二，「モンゴル帝園成立以前における

　遊牧民諸部族について一ラシィード・ウッ・ディーンの‘都舞篇’をめぐって一」，『東洋史研

　究』23－4，118～47．頁にみられる。

25）　V．　Minorsky，　ljudUd　al一‘Alam，　The　Regions　o£　the　Worid，　A　Persian　Geography　372

　A．Hrv982　A．　D．，　London，1937，　pp。3喚7～48参照。

26）護雅夫，「元初に於ける‘探馬赤部族，について」，『北盤細亜学報灘3，5i～52頁参州。　な

　お，モグーリスターンのB誠rin集団には，　KYQADL（K至qadal？）なる分族があったらしい

　（TR，　ms．，52　b．ただしこの部分をRoss氏は訳繊していない）。

27）　この伝承については，松村潤，前掲論文，20～21頁に要約が為されている。

28）　Kon♪はSaghtirich三なる別称を持っていたらしい（Babur，　p・20とTR，　p・86を対照

　せよ）。なお，Barlasにも翠imar（馬鹿者）という別称がつけられていたという（TR，　P．146；

　TR，　ms，，　IOg　a）．

29）　L．　V．　Stroeva，　Boriba　kochevoj　i　osedloj　znati　v　Chagatajskom　gosudarstve　v　pervoj

　polovine　XIV　v．，　Pamyati　akademika　lgnatiya　Yulianovicha　Krachkovskogo，　lzdatelistvo

　Leningradskogo　Universiteta，1958，　cTp。2G6～20参照。
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30）　この両界鴎の上席をめぐっての確執は，16世紀の半ば迄，十分の解決をみずにつづいたとい

　　う（TR，　Pか．3◎8～09）。

31）　軍団は，Yang三耳i＄ar城の四爵より野面にかけて，次の如・く配醗された（TRゴP．3i5）。

　Khan”と中軍，　Dughlat，・DLI　ghlat，　Jaras，　Bigchik，　Kanji．とItarchi，　Jaras，　3igclAks，Barqi，

　Barlas，　DOkht鴫Ditghlat，　DOghlat。ここ・には，　UrdU－bigiの名が兇えぬが，　D99hiatを別

　にすれば，　この全体をJar盗s，　Bigchik，1〈嚢nj1　Itarchl，　Jarits，　Bigchikという一区分と，

　Barq三，　Barlas，　DakhtUiの～区分とに分割繊来ると思われる。　Urda－bigiの名のみえぬのは，

　この集麟に所属する門出の数が，他の集覇に比べてきわめて少なかった為に，それのみでは一

　つの軍齪を形成しえなかった為と思われる（TR，ジ．．307）。

32）　これに関する史料の一例を示すと，「9）aghlatの〕Mir　Muha孤mad　Shahの配下の一人

　であるJaqirなる…蓄は，全ウルスに嬰ぶ岩なき弓の名手であったので，〔Vais〕KhanはMir

　M晦ammad・Shahに乞うて，彼を自らの従者とならせた」（TR，　P・72）とある。なおTR，

　ms，，52　bは，このJaqirをKiqadal（？）Barin部の｝二ifi身・考としているが，　R◎ss民はこの部

　分を訳出していない（註26）参照）。なお，16世紀初頭においては，Btirqi勲臣のMaqsUd，

　耳a耽，Talukらが，　Sultan　Sa‘id　Khanに鷹司従っていたと伝えられている　（TR，　P．307）。

33）D自ghlat集囲がモグーリスターン社会に特別の社会的地位を占めた理由については，前掲拙

　稿で少しくふれた。

34）qtlshUnその他の軍婁組織に関連する用語については，　Barthold，　Ulugh・Beg，　P．27及び

　べ・ヤ・ウラヂミルツォフ（外務密調査部訳），『鑛古社会｛｝i捜史灘，取京，昭和17年，302～03

　頁参照。

35）　」“　一ジャ時代に，TOm5n　Bcg，　Ming　Begと並んでYaz　Begの存在が知られているから

　（嶋田，ベク達，71頁），野帰の存在した事は，ほぼ疑いない。

36）いま，Qazaqと，モグーリスターン・ハ・一一ン国の成立期にしかその活動め知られぬKara三t，

　ArkenGt，　Qtinghliはこの規定の轡型としない。

37）嶋田氏はこの集実を「すべてのAymaqの長必ずしもアミー一一ルではないが，アミーールたる

　者は必ずAymaqを持ち，それは一つ以上多数に亘り得る」と表現された（鵯田，ベク達，

　72頁）。しかし，氏も「ペルシャ語原文に接し得ない現在では，この閉所の断定にやや不安を

　感ずる」　と注記された様に，　ここでAymaqなる用語を半帖されたのは適当ではない。

　Mirza耳aidarは，　Aym2qなる用語をわずか二箇所’（TR，　PP．67，301）で｛吏潤しているに

　すぎない為，その用語の内容を決定する事はかなり困難に思われるが，少くともこの二例より

　すれば，この用語が中期モンコ男アにおける諸例とは異って，単にタリム盆地爾辺地帯の小さ

　な氏族的単位を指すものにしかすぎなかったと思われる。　従って，　TR，　ms．，227　aによっ

　て嶋照践の表現を書きかえれば，「すべての袖ai三（尉血縁に属する遊牧民のテント群）の長
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　（khail－dar）必ずしもアミ・一一ルではないが，アミールたる者は必ずkbai1を持った」となろう。

　なおkhai1についてはH・F・Schurmann，　The　Mongols　of　Afganistan，　The　Hague，1963，

　PP．191～94参jl蟹0

38）重要事項は，会議の招集を経て後決定された（TR，　pp．284，421　etc．）。

39）Ulths－bigiへの就任者を列挙すれば，　Amir　BUI葡（TR，　P・38），　Amir　Khudaidad（P．

　88），　Amir　Jabar　Birdi　（p．　336），　Sayyid　Mulpammad　Mirza　（p．　132），　Sariq　Mirza　（p．

　333），翠irza‘Ali　Taghai（P・368）等で，全てDtighlatである。

4Q）田鼠疑は，　Ultts－bigiとAt熱わigiを「それぞれ政府窟僚と宮廷官廷ζの最：高の地位」とも

　規定されたが（嶋田，ベク達，72頁）・モグーリスターンで政府宮僚と窟廷官僚とを厳密に区

　別皿来たかは森町である。

41）Atfi・・blgiなる職務の事は，モグーリスターソ汗睡史の初期には史料に全く現われないので，

　この職への就任者はごく少数しか知る事が出来ない。今これを列挙すると8ar玉蕊sのAmir

　Ghuri，‘Ali　Mir5k（TR，　P・i40），　Mubammadi（P．141），　Jar盈sのBfibft　S葡g　Mirz浅

　（P．375），BahrinのK：hvEja‘Ali　Bahadur（P．140）となる。

42）　ア・ヤクボフスキー（播磨櫓吉訳），『金帳汗国史』，東京，昭和17年，117～18頁参照。

43）tOraなる用語の説明は，　P・　？e｝liot　et　L・H：ambis，　op．cit．，　P．207；W．Radloff，　Versuch

　eines　Wδrterbuches　der　TUrk－Dialecte，　Band　III，’s・Gravenhage，1960，　s，1250にみら

　れる。

44）TR，　PP．7◎，307，344，351，374にtUraへの言及がみられる。ただ一つ注意すべきは，16

　世紀初頭のSultPn　Sa‘id　I〈h2nの時代ともなると，本来ならばtaraに従うべきであるのに，

　これに従わなかったとする事例が見えている事で，Islfimの侵透に伴って，その権威が民田に

　失われつつあった事は確かである。事実，Sa‘id　KhEnの宮廷では，　Maulfinfi　Mぬammad

　ShirEziが，＄adr－i＄u面r（大法密）として，大きな影響力を持っていたと伝えられている

　（TR，　p．　140；　TR，　ms．，　97　b）．

45）　田中克己，「北アジアの諸民族に於けるレヴィレー・ト」，眉ヒ薩紐亜学報湿3，2玉7～54頁参照。

46）Lawrence　Kraderなど最近の社会人類学者の研究は，しばしば外婚制（exogamy）のRli題

　を取り扱っており，モンゴル史の分野では，我国でも愛宕松男，『契丹古代史の研究醒，昭和蹴

　年，京都とか村上正二，「モンゴル部族の族裕伝承e⇔一とくに部族制鮭会の構造に関連し

　て一」，『史学雑誌』73－7，8などの優れた研究が発表されている。

47）いまA．S．Beveridgeによって訳出したが，　J・Leyden＆W．Erskine，　Memoirs　of　zehir－

　ed－din　Muhammad　Baber，　London，1826，　P．103にみえる訳文はこれと獺当異っている。

　従ってトル：語原文あるいはM・Salieのmシや語への翻訳本を参照する必要があるが，今回

　は利摺出来なかった。本文にみえる「九本の轟」というのは，有名な「九つの脚ある白き轟」
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　（実録，P・270；Rashid／Kariml，307）の事だと思う。従って，竺筋の細長い白奮が結びつけ

　られたのは，購の三筋の旛の下と思われる。なお牛の大腿骨とか年の脚が何を意味するのかよ

　く理解出来ない◎大方の示教をあおぐ。

48）sUlde　tengriについては，ドルヂ・バンザロフ（白鳥庫吉訳），「黒教或ひは蒙古人に於ける

　シャマン教」，『北亜細亜学報』1，37～38頁；べ・ヤ・ウラヂミルツォフ，前掲書，330～31翼

　参照。

49）ただし，モグールの一部が，薪興のQazaqないしUzbeg社会の中に吸収され，その社会

　の重要な三二分子となった事は，Qaz5qの大オルダに於けるDulat（＜Dagh圭it）の存在に

　よっても十分推定出来る（Kradcr，　p．198参照）。

50）モグーール聞へのIslfimの全面的な侵透には，「〔Yanus）Khfinは，モグーールらが農耕地帯

　や都市の定住民（vilfiyatgir　va　shahrnishin）となる迄は，彼等は爽のmusulmfin　とはなれ

　ないと常に感じていた（TR，　P．156；TR，　ms．，110　a）」と伝えられている様に，モグールの

　定住化が不可欠なものであった。

51）羽田明，「明二三初の東トルキスタンーその圓教史的考察一」，窪東洋史研究選7－5；嶋田嚢

　平，「ベク達」及び「アルティ・シャフルの和卓と汗と」，r來洋学報334－1～4；佐癖透・

　『三8－19世紀東トルキスタン社会史研究』，昭和38年，葉京などが代表的な研究である。

〔付記〕本稿の要旨は，表る7月10日から5B間にわたって長野県野尻湖ホテルで開催された第

三回若手アルタイ学・中央アジア研究者集会の鷹上発蓑した。その際有益な助言を与えられた諸

氏に謝意を表する。

〔追記〕本稿脱稿後，佐口透氏の「カザーーフ・・大オルダの種族集剛，『東洋史研究』25－2；「タ

ルバガタイ辺境のカザー一一フ遊牧民」，騎ピアジア民族学論集』3の両篇が発表され，カザーフ社会

を構成した遊牧諸集概の実態について多くの新しい事実が明らかにされている。特に前港には，

カザーフ鮭会に吸収せられて後のDaghlAt集剛の動向について詳細な研究が行われており，教

えられる所が多い。
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